




要約:本年度は、「行動の発現と神経組織の発生・成熟」および「中枢神経障害後のリハビ

リテーションの神経組織の再生・可塑性に対する影響」の文献的考察を行った.1980 年代

以後、中枢神経系の再生・可塑性の研究は著しく増加し、その分子機構に迫る研究も盛ん

に行われるようになってきた.また、1990 年以降脊髄切断後の伝導路再生の報告も相次ぎ、

神経系の移植による機能再建も将来可能になると考えられるような状況である.訓練によ

る.正常脳の可塑性および脳障害後の機能回復と関係を調べた文献も散見でき、適度な刺

激・訓練が機能回復を促進することが期待できるが、心身障害児の治療・療育に具体的に

応用できるまでには未だ大きな溝があり、さらなる研究が必要である.


